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（５）研究成果の概要 
＊背景および目的、方法と結果について、公開して差し支えない範囲で記載。 

 近年、計算機を用いて主鎖構造も含めてゼロから蛋白質を設計する技術が急速に発展してきており、多様な形の蛋白質

が自在に設計されるようになってきた。しかしながら、高い酵素活性をもつ酵素や回転対称な複合体を形成する蛋白質の

De Novo 設計は依然として難しく、報告例はほとんど存在しない。酵素の De Novo 設計では、主に天然の蛋白質やすでに

De Novo 設計された蛋白質に対して、酵素活性を設計する方法が用いられており、酵素活性を目指して主鎖構造から設計

されることはほとんどなかった。そのため、酵素活性に最適な主鎖構造を創る方法は確立しておらず、どんな活性部位で

も設計できるわけではなかった。また、複合体の設計では、複合体を構成する De Novo 設計蛋白質に凹凸が少なく、平面

的な界面しか設計できなかったため、設計できる回転対称複合体の種類が限られていた。 

 そこで、本研究では以下の二つの研究を行っている。(1)高活性 ATP 加水分解酵素をゼロから設計する、(2)凸凹な界面

を用いて回転対称多量体を設計する。(1)では、酵素を主鎖構造から設計することで、目的の反応に最適な構造を創り出す

技術を開発することを目指している。(2)では、凹凸な表面を持った De Novo 設計蛋白質を用いて、さまざまな回転多量体

を設計できるような技術を開発することを目指している。 

 多量体蛋白質の設計に関しては、2,5,6 量体などの設計に成功している。結晶構造解析により明らかになった構造をデザ

インモデルと比較することで、それら設計のうまくいっている部分とうまくいっていない部分を詳細に調べ、今後の改善

点の検討と、それらの成果の論文執筆を進めた。 
 
 


